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研究成果概要 

標準的な素粒子モデルでは３種類のニュートリノ（電子ニュートリノ、ミューニュ
ートリノ、タウニュートリノ）の存在し、３通りのニュートリノ振動が考えられ得る。
しかし現在の実験ではそのうちの２通りまで発見され、残る混合角θ13によるミューニ
ュートリノから電子ニュートリノへの振動が未発見であり、ニュートリノ物理学の大
きな課題となっている。 
本研究では大気ニュートリノ事象を用いて有限のθ13検出を試みる。電子ニュートリ

ノが地球内部の物質を通過する場合、物質効果と呼ばれる現象でその振動振幅が変化
することが知られている。この効果によりエネルギーが約２~１０ＧｅＶ（１ＧｅＶは
１０の９乗電子ボルト）の電子ニュートリノが地球を通過する場合、θ13によるニュー
トリノ振動の振幅が増大することが期待される。 
我々はスーパーカミオカンデ（ＳＫ）のデータを用いて解析を行った。今年度はＳＫ－

ＩＩにおける大気ニュートリノデータのアップデートが行いさらなる探索を進めた。電子
ニュートリノ超過の有意な信号は観測されなかったが、θ13の許容領域は下図のように狭め
られた。 
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図１：解析により得られた（Δm2, sin2θ13）の９０％許容領域（赤
線）。斜線領域は原子炉ニュートリノ測定実験（CHOOZ）で排除
された領域を示す。（左図が SK-I、右図が SK-II） 




